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内容の要旨および審査の結果の要旨

抗イディオタイプ（Id）陽性抑制Ｔ細胞ハイプリドーマ（34s-281）は通常静止ともいえる状態にあ

り抑制活性を有しないが，Ｉｄ陽性抑制Ｔ細胞ハイプリドーマ（34s-18）由来の抑制因子（ＴＳＦ!）あるい

は一部の抗一Keyholelimpethemocyanin（KLH）抗体によって活性化され，抗原（ＫＬＨ）特異的

かつ遺伝的拘束性（Ｈ－２ｂ）を有する抑制因子（TsFo）を産生するようになる。免疫調節機構を分子レ

ベルで解明するために，このTsF8の生化学的解析を試み，以下の知見を得た。

１．無血清下に培養した348-281の培養上清中にもKLH特異的で遺伝的拘束性を示す抑制活性が存在す

ることを確認し，培養上漬中に含まれる分泌性の抑制因子を陰イオン交換クロマトグラフィー，ゲル適

過および逆相クロマトグラフィーを用いて精製した。またカラム操作後，抑制活性を有する分画をｓｏ‐

diumdodecylsulfateポリアクリルアミドゲル電気泳動法（SDS-PAGE）あるいはクロマトフォ

カシングにて解析し，TsF2の分子量（Ｍ、Ｗ、）および等電点（pl）を測定した。その結果，

TsF2の分子量は22-37Kdであり等電点はpH6.0-6.1であることが判明した。さらに，この抑制活性を

上記の操作により1.5×100倍まで濃縮し得た。

２．ラピット網状赤血球ライセートを用いた無細胞蛋白合成系で得た蛋白の解析では，活性化34s－２８１

由来のmRNA産物のみが，培養上漬と同様の抗原特異的かつ遺伝的拘束性を有する抑制活性を示し，

非活性化由来のmRNA産物では抑制活性は全く認められなかった。活性化34s-281由来mRNA産物を

SDS-PAGEおよび等電点電気泳動法で解析した結果においても，ハイプリドーマから分泌される抑制

因子と同様の分子量（23-40K.）および等電点（p15.5-6.2）を示した。さらに，８`Ｓ－メチオニン

を用いて合成した蛋白質を二次元ポリアクリルアミドゲル電気泳動法に展開し比較した結果，活性化ハ

イプリドーマ由来のmRNA産物では非活性化ハイプリドーマ由来のそれに比して，新たな２つのスポッ

ト（Ｍ、Ｗ、２８Ｍ，ｐ１５．７およびＭ、Ｗ、２５K｡，ｐ15.5）が出現していることが判明した。

以上の結果から，２つのスポットのいずれかがTsF2である可能性が示唆され，また，恥Fnが共有結合

を有さない一本鎖で構成され，mRNAを介して翻訳される蛋白として糖鎖の関与を必要とせずに抗原特

異的かつ適伝的拘束を有する抑制活性の増幅に関与すると考えられた。

以上，本研究は免疫調節機構における抗原特異的抑制因子の生化学的解析を行ったものであり，免疫調

節機構を分子レベルにまで発展させた意味において，価値のある労作と認められた。
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